[bookmark: _GoBack]（様式2-A）　事業提案概要　
	＜A.データ連携基盤整備事業＞

	※内閣府が示す技術的方針と別紙１の応募事業者のアイデア等評価基準を参考に、類似するシステム開発や運用実績などの概要を記入ください。






〈アーキテクトの紹介〉「アーキテクト」にふさわしい方がいれば以下を記載※ください。
　氏名：京都　太郎　　　所属・役職：●●●●大学　○○学部　教授
※先端的サービス事業にも提案いただく場合、様式２－Bに設けている
＜アーキテクトの紹介＞の記載は不要です。

	個人情報の適切な取扱い

	※当該事業の実施にあたり、個人情報の取り扱いについて個人情報保護法令等の遵守など個人情報の取り扱いに対する方針を記入ください。
　
（記載例）
　　「情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS)適合性評価制度」の認証を取得し技術面・人的面の運用・管理面の総合的なセキュリティ対策を実現。また、個人情報を取り扱う際は、弊社規定（〇〇〇取扱い指針）に基づき適切に処理するとともに有資格者（情報処理安全確保支援士など国家資格、協会資格等）による情報セキュリティ管理を徹底。


[bookmark: _Hlk57232094]注１：斜め青字の記載を参考に当様式を作成ください。なお、当様式の記載に代えて、記載内容が表現されている既存資料がある場合は、その部分を「提案内容に関する参考資料」としてPDF形式で送付していただくことでも構いません。
注２：記入欄が不足した場合は、適宜調整・追加してください。なお、追加の場合及び、注１に示す「提案内容に関する参考資料」も含め、最大でA4用紙３枚以内としてください。
注３：本書を提出後、記載内容等に変更があった場合は、本府窓口へ変更届（様式自由）を提出してください。

